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直接の対象とした短編小説は、いずれも 1949 年から 1955 年の間に発表されているが、
本稿によればこれは、哲学的思索に満ちた作風の第一期に続いて、「仮説の文学」を実践し
た安部文学の第二期と重なっており、名作『砂の女』に始まる絶頂期への橋渡し役を果たし
ている。 
第一章では、二十世紀の世界文学で重要な役割を果たした「新幻想文学」と「不条理文学」
に関し、前者についてはハイメ・アラスラキやダビド・ロサス、後者についてはマーティン・
エスリンやウジェーヌ・イヨネスコといった批評家・作家の提唱に基づいて理論的に定義し
たうえで、両ジャンルの様々な特徴を対象作品内に見出している。変身のモチーフを中心に、
世界の無意味と狂気を暴く不条理文学と、非日常的視点に律された夢想的世界を構築する
新幻想文学を組み合わせることで、現実世界を観察するための新たな視座を提供するとい
う安部の試みが、具体的な作品分析を通して明らかにされている。 
第二章では、シュルレアリスムを中心とするアヴァンギャルド芸術及び共産党を中心と
する政治的アヴァンギャルドと安部の関係について、具体的な創作活動や作家・芸術家との
付き合い、様々な雑誌や前衛的知識人グループへの参画、共産党への加盟といった過程を丁
寧に追ったうえで、作品分析では、対象とする短編小説にその様々な痕跡を見出している。
ダリやマリネッティやブルトンといった前衛的芸術家・作家への言及、文学に絵画を取り込
む試み、搾取された労働者階級と裕福層を対置する構造などにアヴァンギャルドの影響を
見出しながらも、本章の結末近くでは、愚弄や風刺、パロディの手法により、安部が巧みに
アヴァンギャルドの硬直的性格と距離をとっていたことが具体的に示されており、その際
に変身のモチーフが重要な役割を果たしていたことも提起されている。 
第三章では、キルケゴールやハイデガーに言及しながら実存主義の流れを概略し、日本と
満州における戦中戦後の厳しい生活のなかで安部がどのようにその哲学を吸収したか、伝
記的事実を辿りながら明らかにしたうえで、現代世界に生きる人間のアイデンティティ、と
りわけその確立と揺らぎというテーマに注目して、対象作品に通底する安部のヴィジョン
を解き明かしていく。この章の作品分析では、人間が無機物に姿を変えるという物語の展開
が、アイデンティティをめぐる安部の探究と密接に結びついていることが論証されている。 
全体として、理論的考察を踏まえて具体的に作品のテクスト分析に入るという論法がし
っかり機能しており、各章ごとに後半でそれぞれのテーマに沿った作品分析を行ったこと
で、明解な議論が展開されている。独自の分析を通して安部文学の本質に迫ることができた
部分も多く、「世界に自分の居場所を見つけられない者たち、自分が誰かを見失った者たち
が、避けがたく変身に逃げ道を求める」（p.214）という指摘は、今後の研究にも重要な論点
となると思われる。 
様々な日本語文献とともに、スペイン語、英語、フランス語で書かれた研究も参照して書
かれていることは、本論文の大きな強みであると言える。さらに、全三十巻の『安部公房全
集』に依拠したうえで、対象となる九編の短編小説に関しては、初出版、改訂版、文庫本収
録版など、様々な版を参照して、そこに見られる細かな差異まで作品分析に活かしている点
も高く評価できる。また、スペイン語で執筆されているため、長い幻想文学の伝統を持つス
ペイン語圏の文学研究者にとっては、異文化の幻想文学を参照するにあたって、貴重な研究
となることは間違いない。 
 本論文の弱点は、各章の理論的考察において、いわゆる「孫引き」、すなわち、提唱者自
身ではなく当該分野の研究者の論考から引用している部分が散見する点だろう。安部の創
作と密接に関係するシュルレアリスムや実存主義については、もう少し念入りにブルトン
やハイデガーなどの原著を参照していれば、さらに作品分析が深められたのではないかと
いう印象は拭えない。とりわけ、『砂の女』や『密会』といった名作にも通じる安部独自の
小説作法については、十分に論じつくされたとは言えず、今後の課題として残ることになっ
た。 
とはいえ、十分に先行研究を踏まえたうえで、対象作品を日本語で綿密に分析し、そ
こから得られた考察を正確な学術的スペイン語で表現できた点で、本論文の功績は大き
く、博士論文の要件を十分に満たしていると判断できる。 
